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1.  測定すべきデータの選別  
2.  原子核反応データ測定のための検出器の開発  
3.  開発した検出器による原子核反応データ測定  
4.  測定データによる原子核反応モデルの構築及び粒子線治療における精度評価  
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右二方向からの画像読出部から構成される。当初は、画像読み出しに 二組の IIT(Image 
Intensifire Tube)と CCD(Charge Coupled Device) を用いる予定であった。ターゲット
内で生じたシンチレーション光は IIT により増幅され、 CCD により画像データとして取り
出される。 IIT には、ゲート機能があるため、外部からのトリガー信号により選択的に画





各 シ ン チ レ ー テ ィ ン グ フ ァ イ バ ー か ら の シ グ ナ ル を 浜 松 ホ ト ニ ク ス 社 製
MPPC(Multi -Pixel  Photon  Counter )を用いて増幅し、電子回路で処理することで粒子の位
置情報をデータとして記録し、測定後に取得データから粒子の飛跡を再構成する方 法を採
用することにした。しかし、シンチレーティングファイバーは 直径 1mm であり、数 cm 程
度のターゲットを作成する際でも数百本のファイバーを必要とする。そのため、読み出し
の MPPC の数も同じだけ必要となり、シグナルを処理する電子回路は多チャンネルの入力
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